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バスケットボール選手における練習時のパフォーマ
ンスに他者の存在が及ぼす影響














































般的な “あがり” においても，スポーツにおける “あがり” に
バスケットボール選手における練習時のパフォーマンスに他者の存在が及ぼす影響
































































開発された日本語版 Ten Item Personality Inventory（以下，
TIPI-J），外から見える自己の側面に注意を向ける程度を測る
公的自意識（菅原，1984），他者からの評価懸念について測る




































































崩れが少ない少群の間で，神経症傾向（t （62） = 3.07, p < .01, d 
=.78）と公的自意識（t （62） = 1.87, p < .10, d =.48），及び FNE







れが少ない少群の間で，活性度（t （62） = 4.58, p < .001, d = 
1.16），安定度（t （62） = 4.12, p < .001, d = 1.06）及び快適度（t 











れが少ない少群の間で，指導者との関係性（t （62） = 2.47, p < 
.05, d = .63），練習の挑戦度（t （62） = 2.52, p < .05, d = .64）及び
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